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四方向同時観測機について

勝賢旧泰

ま吏が書法により求めるため考案したものでその形状を第1図

海上における調査船の位置を決定するための観測機にに示すように中央系対物レンズとその筒籔および上部右

は数種ありこれらの機器を用途上から大別すると沿角用回転対物レンズと筒a'下部左角用回転対物レンズ

岸用としての光学系によるものと遠距離周としての霞と筒a"の3個からなる望遠鏡を一体として連動し同

波利用はよるものとに分けられる､沿岸用は眼視可能一視準鏡内焦点面に3方向目標像および水平角値を誘導

範囲に限り使用されるもので現在一般に用いられてい投影させ直も1こその観測結果を読み取れる渕機(従来

るもの虹六分儀(船上から)とトランシット(陸上か用いられているものは六分儀と三桿分度器とに分離され

ら)カ茎ある.特殊なものには米海軍が開発した既掃面迅速測定を付注う場合などは誤りが多い)にしたもので

作成具と地質調査所が開発した全円微動記録装置付トある.

ランシットカミある由これから紹介する四方向同時観測

機は特殊六分儀ぽ属するもので第1表にその性能をこの機構の主要各部については(第1図参照)

示した.

四方向同時観測機は設膏トを莞了し光学系機構部分の級級/a"対物レンズ(それぞれ焦点距離の等しいもの

特殊出願を済ませた｡裏た六機の脚部安定装置(水軍を用い焦点面eから位置づけてある)を縦列に組み合

復元装置)については現在実験中であるので六機全機わせ上下筒は宥食用･左角用として回転する.

構についての実験まで至ってい榊･ので公表するのは

好ましくないがこの機会にもし六機構造等について冊1プリズムはala"鏡筒内にCC'プリズムはa中

読者各位のご批判をあおぎきらに機器改良研究のよき央鏡筒内ぽ取り付け対物レンズからの入射像を直角

足がかりを得られることと考克あえて掲載した次第で方向に射出させる.

ある.

なお六機考案の動機と狂った理南は精度肉上作“1は中央鏡筒内に取り付けた回転筒でa∫a"対物

業の合理化迂遠化人員の削減などの蘭から刷新の必鏡の回転量だけ等量連動回転する(上下対物鏡を回転

要性を痛感させられたからであ蔦吉本機の思索設計はして規準した胃裸像は｡に璽してその回転角度数だけ

昭和36年6月に着手し昭和38年に本設計を終わった.傾くその優きを焦点面eに近接した側に刻んだ十字線

がとらえるようにしてある).

六機⑳構造船ぷぴ機能の概要について

六機は船上動揺体上において単独で水平角三方向おhh∫は直負プリズムで右負左角分度員盛値を焦点面

よび磁針方位を同時に観測し船の現在位置を後方交会eに投影させる.eは焦点鏡で断面に示すようにd

第裏表六分儀と四方向岡時観測機の性能おぷぴ潮鐙方法の比較

縞度及び能率襯狽阿能範囲

精査を饗する鳩比較的晴天時;二

合は熟漉禽で妻)おいて自然竃

っても雛制二国標物の場合は沖

難催を伴う禽約301㎝人工

綴蜜削二通し能標的の場合約I5

薙的である～20㎞

精査の利刷二も六分儀の場合と

適L能率的であ同じ

る�
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部の枠中央系枠d1部枠と垂線上に連なる3つの円

枠(中央系十字線刻み)およびhh1の枠(分度目盛値

用)を施してある.

gは接眼鏡でこれにより焦点鏡に映じた目標像およ

び分度目盛値を読み取る.

n皿1握り手とmm1左および右角用スクリュｰにより

目標3方向視準操作を行なう.ヒれら各部の連動装

置は図に列記した記号(部品名)を参照する.

次に六機をのせる水平復元装置は四方に構えた脚と

支柱に取り付けた支え腕Sおよび本体を支える球部rか

らなっていて観測時はその球上にq部をのせる.

9部には鈍り取り付け粋ならびに軸をつけそれに鈍

りをつけてある.したカミってr部は俗にいうヤジロ

ベｰの支点部ということで規準線カミできるだけ水平を保

つ役をはたしまた垂直方向の上下動による振幅度は

目標視準距離に比べは放はだ微少であるのできわめて

少量の規準操作によって観測カミできる.高低のある3

方向目標に対しては視野拡大をはかることなどに留意し

て極端放場合を除き単独で3方向および方位の同時観

測ができる.

なお六機の性能について総括的に述べると3個の望

丁4∵∫

遠鏡焦点を内部固定式とし規準3目標はともに倒像

これを焦点面垂線上に直列投影させる.視界は1枠に

つき4度20分水平分度盤目盛は左右角ともに120度ご

と10分刻み鏡内読み取り値は1分コンパスは目盛回

転式30分刻みである.

むすび

前述のように特許申請を済ませた部分すなわち上部

本体の機能についてはじゅうぶん初期の目的を達成し得

るものと考えるが脚部水平復元装置は設計を終わった

後もたお若干の問題点を残している.したカミって第2

策としてジャイロスタビライザｰ(大きな回転コマ)

の原理を取り入れこの上に本体を設置する方法につい

ても考究中である.

海上における船位決定のための観測には今なお広く

六分儀類カミ使用されておりこの場合の水平復元装置の

役は柔軟で自在性ある観測者白身の5体が受け持つこと

により比較的簡易にその目的をはたしていることは周知

のとおりである.もし六機の水平復元装置が上述の

人体に匹敵するよう抵性能を持つものとすれぱ画期的

荏観測機として各方面でおおいに利用されることであろ

う.

(筆者は技術部測量課)
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この図面は設計図を簡略化した摂念図全機の側面と
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脚部を除いた側面と断面および平面を補いたもの
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